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鉄砲伝来と宇宙へはばたくまち鉄砲伝来と宇宙へはばたくまち

～ SPACE TOWN 南種子～～ SPACE TOWN 南種子～

令和６年度南種子町ふるさと祭令和６年度南種子町ふるさと祭
（舞台発表「鳥刺舞」（平山郷土文化保存会））（舞台発表「鳥刺舞」（平山郷土文化保存会））

（令和 6年 11 月 2日撮影）（令和 6年 11 月 2日撮影）（関連記事：2～ 5ページ）（関連記事：2～ 5ページ）
南種子町 LINE
公式アカウント



　

11
月
２
日
（
土
）
か
ら
３
日

（
日
）
に
か
け
て
、
令
和
６
年

度
南
種
子
町
ふ
る
さ
と
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
展
示
発
表
お
よ
び

舞
台
発
表
を
は
じ
め
、
２
日
目

の
式
典
、
お
祭
り
広
場
で
の
催

し
、
郷
土
芸
能
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
祭
り
広
場
で
は
、
昨
年
に

続
き
宇
宙
兄
弟
宣
言
を
交
わ
し

て
い
る
肝
付
町
か
ら
提
供
い
た

だ
い
た
辺へ
つ
か塚
だ
い
だ
い
や
ピ
ー

マ
ン
な
ど
の
無
料
配
布
、
農
林

水
産
物
の
即
売
、
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
解
体
シ
ョ
ー
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、ト
ン
ミ
ー
市
場
で
は
、オ
ー

プ
ン
10
周
年
を
記
念
し
た
安
納

い
も
や
飛
島
村
か
ら
提
供
の

あ
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
の
詰
め
放

題
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
場
で
は
、
10
月
に
亡
く

な
ら
れ
た
公
立
種
子
島
病
院
德

永
正
朝
院
長
の
追
悼
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
方
が
惜

別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
祭
り
後
半

の
郷
土
芸
能
で
は
、
各
地
区
か

ら
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
練
習

し
て
き
た
成
果
が
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
締
め
く

く
り
に
は
恒
例
の
お
楽
し
み
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
事
業

者
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
景
品

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
会
場

で
は
、
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ

る
度
に
一
喜
一
憂
の
声
が
聞
か

れ
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
天
候
不
良
の
影

響
に
よ
り
会
場
を
駐
車
場
に
変

更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と

祭
と
な
り
ま
し
た
。

YouTube　南種子町役場

式典オープニング VTR

ふるさと祭全編 式典式辞

ふるさと祭ふるさと祭
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棒踊り（西之地区【西野小学校】）棒踊り（西之地区【西野小学校】）ひょうたん踊り（平山地区【仲之町集落】）ひょうたん踊り（平山地区【仲之町集落】）

ヤートセー（島間地区【田尾集落】）ヤートセー（島間地区【田尾集落】）

エイサー（長谷エイサー同好会）エイサー（長谷エイサー同好会）

棒踊り（上中地区【本町集落】）棒踊り（上中地区【本町集落】）

肝付町特産品無料配布肝付町特産品無料配布

ヤートセー（西海地区）ヤートセー（西海地区）大踊り（さんご踊り）（茎永地区【中之町】）大踊り（さんご踊り）（茎永地区【中之町】）

ひょうたん踊り（下中地区）ひょうたん踊り（下中地区）

トンミー市場 10 周年記念   「詰め放題！」トンミー市場 10 周年記念   「詰め放題！」故 德永正朝院長追悼コーナー故 德永正朝院長追悼コーナー
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各　種　表　彰各　種　表　彰
町
民
表
彰

町
民
表
彰

産
業
経
済
部
門
（
敬
称
略
）

産
業
経
済
部
門
（
敬
称
略
）

①
甲
山　

博
明

（
南
種
子
町
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
と
し
て
漁
業
協
同
組
合

直
営
店
の
オ
ー
プ
ン
や
モ
ジ
ャ
コ

中
間
育
成
事
業
の
開
始
な
ど
13
年

７
ヵ
月
に
わ
た
り
本
町
の
水
産
業

振
興
に
貢
献
）

一
般
篤
行
部
門
（
敬
称
略
）

一
般
篤
行
部
門
（
敬
称
略
）

①
向
井　

良
隆

（
南
種
子
町
自
然
保
護
監
視
員
と
し

て
自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
や
指

定
保
護
区
及
び
保
護
植
物
の
保
護
・

監
視
活
動
な
ど
18
年
10
ヵ
月
に
わ
た

り
本
町
の
自
然
環
境
保
全
に
貢
献
）

報
奨
金

報
奨
金
支
給
支
給

ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
敬
称
略
）

①
岡
澤　

未
來

（
第
57
回
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手

権
大
会
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
ウ
ィ
メ
ン

ク
ラ
ス
２
位
）

②
関　

大
助

（
鹿
児
島
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上
競
技
大
会

男
子
小
学
１
年

800
ｍ
２
位
）

③
長
田　

美
心

（
県
下
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
女

子
４
年
生
35
㎏
以
下
級
３
位
）

④
服
部　

鳳
空

（
少
林
寺
拳
法
鹿
児
島
県
大
会
組
演

武
小
学
生
緑
帯
の
部
最
優
秀
賞
）

⑤
山
田　

真
花

（
県
下
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
女

子
５
年
生
40
㎏
以
上
級
優
勝
）

⑥
関　

旺
太
郎

（
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
大
会
鹿
児
島
大
会
男
子
１
年

１
５
０
０
ｍ
３
位
）

⑦
小
脇　

あ
か
り

（
鹿
児
島
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上
競
技
大

会
女
子
中
学
１
年
２
０
０
０
ｍ
優

勝
・
南
日
本
長
距
離
走
大
会
女
子
中

学
１
年
２
０
０
０
ｍ
優
勝
）

⑧
フ
ラ
ン
シ
ス　

煌
菊
ジ
ョ
イ

（
鹿
児
島
県
中
学
校
新
人
体
重
別
柔

道
大
会
女
子
52
㎏
級
２
位
）

⑨
フ
ラ
ン
シ
ス　

希
蘭
グ
レ
イ
ス

（
鹿
児
島
県
中
学
校
新
人
体
重
別
柔

道
大
会
女
子
57
㎏
級
２
位
・
県
下

中
学
校
新
人
柔
道
大
会
女
子
63
㎏

以
下
級
３
位
・
県
下
中
学
校
柔
道

大
会
女
子
63
㎏
以
下
級
３
位
）

⑩
山
田　

真
咲

（
鹿
児
島
県
中
学
校
新
人
体
重
別
柔
道

大
会
女
子
52
㎏
級
優
勝
・
県
下
中
学

校
新
人
柔
道
大
会
女
子
63
㎏
以
下
級

２
位
・
県
下
中
学
校
柔
道
大
会
女
子

63
㎏
以
下
級
２
位
・
鹿
児
島
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
【
柔
道
競
技
】
女

子
52
㎏
級
優
勝
）

⑪
長
田　

怜
翔

（
県
下
中
学
校
柔
道
大
会
男
子
66
㎏

以
下
級
３
位
・
鹿
児
島
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
【
柔
道
競
技
】
男

子
66
㎏
級
２
位
）

⑫
松
木　

虎
天
爪

（
全
九
州
高
校
新
人
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
学
校
対
抗
戦
３
位 （
鹿
屋

中
央
高
校
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
）・
鹿

児
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
個
人
対
抗
戦
55

㎏
級
２
位
）

⑬
佐
藤　

勝

（
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
第
22
回

鹿
児
島
カ
ッ
プ
２
０
２
４
支
部
予
選

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
優
勝
）

⑭
山
田　

祐
太
朗

（
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
第
22
回

鹿
児
島
カ
ッ
プ
２
０
２
４
支
部
予
選

シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
優
勝
）

⑮
髙
田　

健
剛

（
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
第
22
回

鹿
児
島
カ
ッ
プ
２
０
２
４
支
部
予
選

シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
３
位
）

⑯
南
種
子
中
学
校

（
女
子
柔
道
）

（
県
下
中
学
校
柔
道
大
会
女
子
団
体

戦
優
勝
）

⑰
春
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
南
九
州
小
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
３
位
）

①①

①①

【産業経済部門】

【一般篤行部門】
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⑱
種
子
島
ロ
ケ
ッ
ト
ト
モ
ラ
ー
ズ

（
鹿
児
島
県
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ

ス
タ
フ
ァ
イ
ナ
ル
４
年
生
以
上
の

部
３
位
）

教
育
部
門
（
敬
称
略
）

教
育
部
門
（
敬
称
略
）

①
西
海
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部

（
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
優

良
団
体
表
彰
受
賞
）

①①

・
種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合

・
南
種
子
町
漁
業
協
同
組
合

・
種
子
島
森
林
組
合

・
新
光
糖
業
㈱

・
県
酪
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　

種
子
島
支
所

・
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

・
肝
付
町

・
種
子
屋
久
高
速
船
㈱

・
町
生
活
研
究
加
工
グ
ル
ー
プ

・
種
子
島
し
き
み
生
産
組
合

・
㈲
ア
ス
テ
ラ
ス

・
㈱
麻
生
農
機

・
㈲
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
エ
ー

・
㈲
石
堂
電
化

・
㈱
エ
ー
コ
ー
プ
鹿
児
島

　
　
　
　

Ａ
コ
ー
プ
南
種
子
店

・
お
か
ざ
き
商
店

・
㈱
カ
ー
ネ
ギ
ー
産
業

　
　
　
　
　
　
　

熊
毛
営
業
所

・
㈱
鹿
児
島
銀
行
種
子
島
支
店

・
㈲
上
浦
産
業

・
上
中
筋
膜
リ
リ
ー
ス
接
骨
院

・
㈲
川
崎
肥
料
店
南
種
子
支
店

・
河
野
ゴ
ム
商
会

・
㈱
九
電
工

 

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
工
事
所

・
居
酒
屋　

金
太
郎

・
く
う
・
ね
るKitchen

　
　
　
　

お
菓
子
工
房Sweet

・
㈱
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

・
上
妻
酒
造
㈱

・
㈱
コ
ス
モ
テ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

南
日
本
事
業
部

・
㈲
崎
田
食
品

・
三
伸
工
業
㈱
種
子
島
営
業
所

・
㈱
シ
マ
ヤ
商
事

・
㈲
新
栄
物
産

・
㈱
ス
ペ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

南
日
本
事
業
部

・
㈲
髙
松
屋
建
材
店

・
種
子
島
建
設
㈱

・
種
子
島
石
油
㈱

　
　
　
　
　
　

南
種
子
給
油
所

・
種
子
島
中
央
不
動
産

・
㈲
テ
ラ
ダ
電
設

・
㈲
て
ら
だ

・
中
脇
内
装

・
㈲
永
松
産
業

・
名
越
土
地
家
屋

　
　
　
　
　
　

調
査
士
事
務
所

・
焼
肉
・
居
酒
屋　

波

・
㈱
南
風
消
毒

・
日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
㈱

　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
営
業
所

・
花
匠

・
㈲
林
運
送

～たくさんの景品をご提供いただき

ありがとうございました～

お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会
景品提供者景品提供者

【教育部門】

・
は
や
し
タ
ク
シ
ー

・
㈲
ピ
ッ
ト
イ
ン
ヨ
シ
ナ
ガ

・
㈲
日
之
出
運
送

・
㈱
松
山

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
南
種
子
店

・
㈲
船
川
石
油
店

・
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
こ
ぞ
の

・
古
市
酒
店

　
　
　
　

ア
イ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
上
中

・
お
食
事
処 

ふ
る
里

・
ヘ
ア
＆
エ
ス
テ
・
セ
ン
ス

・
㈱
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

・
㈲
牧
自
動
車
整
備
工
場

・
マ
サ
モ
リ
電
機

・
ま
つ
や
ま
ス
ト
ア

・
居
酒
屋　

み
な
と

・
㈲
南
荘

・
㈲
南
種
子
衛
生　

種
さ
ん

・
㈲
南
種
子
環
境

・
南
種
子
中
央
テ
レ
ビ

・
山
田
タ
タ
ミ
店

・
㈱
山
中
建
築

・
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

  

九
州
カ
ン
パ
ニ
ー
種
子
島
支
店

・
よ
り
処　

幸
ち
ゃ
ん

・
㈱
リ
ス
ペ
ク
ト

・
石
堂　

裕
司

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【スポーツ部門】

④④ ⑥⑥ ⑦⑦③③②②

①①

⑧⑧ ⑨⑨⑤⑤

⑬⑬⑫⑫ ⑭⑭ ⑰⑰ ⑱⑱⑮⑮⑩⑩ ⑪⑪
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「ＳＰＡＣＥ ＴＯＷＮ 南種子」宣言記念式典あいさつ
　本日は「SPACE TOWN 南種子 宣言」記念式典にお越しいただき、誠にありがとうございます。
　まず初めに、日頃より南種子町のまちづくりにご理解とご協力を賜っている町民の皆さま、そして本日ご臨
席いただきましたご来賓の方々、さらには遠方からお越しいただいた皆さまに、心より感謝申し上げます。
　また、特別なお客様として、駐日ネパール大使夫妻をはじめ、ネパールからお越しいただいた交流団の皆さ
ま、『ナマステ』。南種子町へようこそお越しいただきましたこと、心より歓迎いたします。
　南種子町は、世界で最も美しいと称される、日本唯一の大型ロケット発射場「種子島宇宙センター」を擁す
る町として、日本国内はもちろん世界に誇れる宇宙の拠点です。私たちは長年、種子島宇宙センターとともに
日本の宇宙開発を支え、町民一人ひとりが宇宙への誇りを持ちながら歩んでまいりました。そして本年 9 月
12 日、南種子町は「SPACE TOWN 南種子」宣言を発表いたしました。この 9 月 12 日は、毛利衛宇宙飛行士
が日本人として初めてスペースシャトルに搭乗し、宇宙に飛び立った日であることを記念して「宇宙の日」に
制定されているものであります。この宣言を通じて、宇宙に触れ、学び、共創しながら、次世代を担う子ども
たちに夢と希望を与え、地元産業の活性化や観光の振興にも積極的に取り組んでまいります。
　さらに、本日は国際交流の新たな扉を開く日でもあります。南種子町では、ネパールのミクラジャン自治体
との姉妹都市提携に向けた準備を進めており、今回の交流団の皆さまのご訪問はその第一歩です。両地域が互
いの文化や歴史を学び、未来に向けて共に歩んでいけることを願っています。特に、子どもたちが異なる国や
文化に触れることで広い視野を持ち、将来への挑戦意欲を育むきっかけとなることを期待しています。
　また、次世代の育成に向けて、南種子町では「宇宙のまち奨学プログラム」を構築し、新たな奨学金制度を
開始します。この制度を通じて、本町の子供たちが夢を持ち、安心して学びに挑戦できる環境を整えてまいり
ます。さらに、民間事業者との連携により「宇宙学校プロジェクト」を展開し、デジタル人材の育成や、３Ｄ
プリンタ技術を活用した研修・宿泊施設の整備を進めています。これらの取り組みにより、南種子町を宇宙に
向けたイノベーションの発信地として、さらに進化させてまいります。
　本日は、「SPACE TOWN 南種子宣言記念事業」に加え、「種子島宇宙センター特別公開 2024」や、「種子島
宇宙芸術祭ライトフェスティバル 2024」も開催され、多くの来場者が南種子町の魅力を体感しております。
このような機会を通じ、さらに多くの方々が南種子町に興味を持ち、訪れるきっかけになれば幸いです。
　結びに、本日の式典が皆様にとって思いで深いものとなり、南種子町の未来への新たな一歩となることを願
い、私のあいさつとさせていただきます。
　本日は、誠にありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南種子町長　小園　裕康

　

11
月
23
日
（
土
）、
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
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Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

南

種
子
」
宣
言
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

小
園
裕
康
町
長
の
あ
い
さ
つ

や
来
賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
な

ど
の
ほ
か
、
記
念
動
画
の
上

映
や
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
動
画

の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
式
典
に
合
わ
せ
て
、
友

好
都
市
提
携
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
る
ネ
パ
ー
ル
国

ミ
ク
ラ
ジ
ャ
ン
自
治
体
の
交

流
団
13
人
も
来
町
さ
れ
、
式

典
に
参
列
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特

別
公
開
２
０
２
４
お
よ
び
種
子

島
宇
宙
芸
術
祭
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
も
同
日
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
、
ス
ペ
ー
ス
タ
ウ
ン
南
種

子
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
国
ミ
ク
ラ
ジ
ャ
ン

自
治
体
と
の
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
来
月
号
で
改
め
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「SPACE TOWN 南種子」宣言記念式典「SPACE TOWN 南種子」宣言記念式典

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場
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「SPACE TOWN 南種子」宣言記念事業「SPACE TOWN 南種子」宣言記念事業

種子島宇宙センター特別公開 2024種子島宇宙センター特別公開 2024

種子島宇宙芸術祭 LIGHT FESTIVAL2024種子島宇宙芸術祭 LIGHT FESTIVAL2024

f(p)（小阪 淳 氏）f(p)（小阪 淳 氏）

Analemma（千田 泰広 氏）Analemma（千田 泰広 氏）

Aftereal（千田 泰広 氏）Aftereal（千田 泰広 氏）

2,500 発の花火大会2,500 発の花火大会

トークイベントトークイベント

宇宙のまちクイズ宇宙のまちクイズ

抽選会抽選会 自衛隊活動紹介＆グッズ配布自衛隊活動紹介＆グッズ配布

水ロケット製作・打上げ体験水ロケット製作・打上げ体験 スペシャルバスツアースペシャルバスツアーはたらくくるま展はたらくくるま展

宇宙サイコロ（小阪淳氏）/900,000km/s（千田泰広氏）宇宙サイコロ（小阪淳氏）/900,000km/s（千田泰広氏）

記念式典記念式典

11 月 23 日（土）　種子島宇宙センターにて同日開催！11 月 23 日（土）　種子島宇宙センターにて同日開催！

「SPACE TOWN 南種子」宣言記念式典「SPACE TOWN 南種子」宣言記念式典
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宇宙のまち奨学金制度について

◆  概要
　南種子町「宇宙のまち」奨学金制度とは、南種子町
で育った子どもたちの修学支援および子育て世代の
負担軽減、Ｕターン人材の地域での活躍を支援する施
策です。（特定の業種だけでなく、全ての町民が対象）
　学校等卒業後、地元リーダーとして活躍してほしい
との願いを込めて名づけられた南種子町の新しい奨
学金制度です。また、賛同企業との連携により、賛
同企業に就労した場合は、助成金の一部上乗せがあ
ります。（賛同企業 32 社〈令和６年 11 月末現在〉）
　具体的には、金融機関から宇宙のまち奨学ローンを
借り、返済した場合に、元金相当額については卒業後
に南種子町に戻って居住している期間分を、利子相当額については全期間分を補填する制度です。

◆  鹿児島相互信用金庫が創設する「宇宙のまち奨学ローン」
　「宇宙のまち奨学ローン」は、南種子町と協定を結んだ提携先金融機関（鹿児島相互信用金庫南
種子支店）が提供します。
　　　　「宇宙のまち奨学ローン」の毎月の上限額は以下のとおりです。
　　　　　・高校生・・・・・・・・・・・・・・30,000 円／毎月
　　　　　・大学生・専門学校生など・・・・・・50,000 円／毎月
　　　　　・大学医学部など・・・・・・・・・・80,000 円／毎月

　　▶利息分は町が全額負担
　利息分については進学を支援するため南種子町に戻ってきたかどうかにかかわらず、その年
度に支払った額を翌年度に補填いたします。

　　▶元金分も、卒業後５年以内に南種子町に戻れば全額補填
　卒業後、「宇宙のまち奨学ローン」を返済した場合に、毎年度返済相当額を補填いたします。
元金分については生徒・学生が卒業後５年以内に南種子町に戻ってきた場合に、その翌年度か
ら 10 年間かけて補填いたします。

◆  財源は、南種子町内の賛同企業のみなさまからの負担金やふるさと納税
　「宇宙のまち奨学金制度」は、町内の賛同企業のみなさまからの負担金やふるさと納税を活用し
て成り立っています。町の皆様が安心して子育てができるよう、これから生まれてくる子どもたち
が高校・大学などを卒業後 10 年間かけて返済・補填する期間は、制度として持続する必要があり
ます。
　行政だけで「宇宙のまち奨学金制度」を運営するのではなく、町内の賛同企業のみなさまを幅広
く募ることによって、持続可能な形で制度化いたしました。

◆  金銭面以外の支援制度も充実
　南種子町出身の生徒・学生や卒業生をつなぐ「宇宙のまち奨学交流事業」もプログラムの一環と
して提供しております。

 ◆問い合わせ先◆　役場企画課観光経済係　☎２６－１１１１（内線１７３・１７４）

R6.9.12受付時間/AM9：00～PM5:00〈月曜～金曜まで、祝日を除く〉

〈HPアドレス〉https://www.shinkin.co.jp/kasosin/

ご融資金利 ご融資金額 ご融資期間

ご利用いただける方

1.65年 ％
50万円～
500万円まで

（保証料含む・変動金利)

5年以内
（１年更新、更新時には審査がございます。)

審査の結果決定したご契約限度額に達するまで、
毎月一定額を奨学金形式でご融資します。（　　　　　　　　　　　　）

※限度額はお申込時の
　審査結果により決定
　します。

※医学部・薬学部等の６年制大学等、在学予定期間が４年を超える場合は、
　最長７年かつ卒業予定月の３か月後の月末まで。
※お申込み時点の学校から進学される際、お申込人が引き続き「宇宙のまち
　奨学ローン」の利用をご希望される場合、ご利用期間の延長も可能です。
　（延長にあたっては、別途審査がございます。）

※定額自動送金は、在学期間中かつ当該学校の最短卒業年まで行います。
※ご融資契約時に、定額自動送金のご契約が必要です。

※当金庫の短期貸出最優遇金利に連動する変動金利です。
※基準金利の変動により、貸出期間中であっても適用金利は変更します。

（令和6年9月12日現在）

ご子弟、孫または扶養するご親族が、学校（高等学校・大学・大学院・
専門学校）に就学中、または就学を予定されている方。

必要書類
●所得証明書
●運転免許証（ない場合は個人番号カード、健康保険証、顔写真付住民基本
　台帳カード）
●就学中または就学予定であることを証する書類（合格通知書、在学証明書、
　学生証等）
●その他、当金庫が必要としてお願いする書類（申込書等）
※上記以外にも必要書類・条件等がございます。
※ご利用にあたっては審査の結果、ご希望に添えない場合がございます。

出金方法
お申込人の当座貸越口座からご子弟等名義の普通預金口座へ次の金額を
定額自動送金いたします。
●高等学校/毎月３万円　●大学、大学院、専門学校/毎月５万円
●大学医学部等/毎月８万円

ご返済方法
元金返済据置（利息は、利息支払用預金口座から毎月払）
※卒業予定月の３か月後の月末までに、「宇宙のまち奨学ローン」（証書貸付）に
　切替えていただきます。
※保証期間中の元金の任意返済も可能です。お使いみち

お申込人のご子弟、孫または扶養するご親族の方のための奨学資金

そうし
ん

南種
子支
店

限定
企画！

宇宙のまち奨学ローン
《SPACE TOWN 南種子町×鹿児島相互信用金庫×賛同企業》

鹿児島相互信用金庫は持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています

宇宙のまち奨学ローン

次世代を担う若者の皆さんが安心して勉学に
励むことができるための奨学ローンです。

あの頃の夢だって、
夢じゃない。

宇宙のまち奨学金制度について
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《ＳＰＡＣＥ ＴＯＷＮ 南種子×鹿児島相互信用金庫×賛同企業》《ＳＰＡＣＥ ＴＯＷＮ 南種子×鹿児島相互信用金庫×賛同企業》

鹿児島相互信用金庫鹿児島相互信用金庫
南種子支店南種子支店

奨学金返還者奨学金返還者
( 南種子町定住 )( 南種子町定住 )

南種子町南種子町

賛同企業賛同企業

②②  

就
職
就
職

① 貸与① 貸与

③ 返還③ 返還

⑥ 助成金交付⑥ 助成金交付

⑤負担金納付⑤負担金納付

④
返

還
額

の
報

告

④
返

還
額

の
報

告

南種子町助成金 南種子町助成金 ＋＋
賛
同
企
業
負
担
金

賛
同
企
業
負
担
金

特定就職者加算分特定就職者加算分

【基本助成額】【基本助成額】
  ・年約定返還額× 2/3  ・年約定返還額× 2/3

【賛同企業就労者の助成額】【賛同企業就労者の助成額】
    基本助成額＋賛同企業負担額基本助成額＋賛同企業負担額

賛同企業負担額賛同企業負担額
  ・年約定返還額× 1/3  ・年約定返還額× 1/3

高校在学時に金融機関からの「宇宙のまち奨学ローン」を利用した場合

高校在学中（3 年）
利子のみ返済期間

高校卒業後（10 年）
元金＋利子の返済期間

卒業後町外に
居住した場合

利子 13 年分の利子相当分のみ補助

元金 町外に転出の場合は元金の補助はありません。

卒業後町内に
居住・就職した場合

利子 13 年分の利子相当分補助

元金 元金の 2/3 を町が補助
元金の 1/3 は自己負担

卒業後町内に
居住し、賛同企業に

就職した場合

利子 13 年分の利子相当分補助

元金 元金全額補助
（町が 2/3、賛同企業が 1/3）

卒業５年後に町内に
居住し、賛同企業に

就職した場合

利子 13 年分の利子相当分補助 さらに 5 年

元金 町外への転出期間は元金
の補助はありません。

卒業 5 年後町内に転入
元金全額補助

（町が 2/3、賛同企業が 1/3）

元金全額補助
（町が 2/3、賛同

企業が 1/3）
※卒業後 5 年以内に住民登録し、
その後転出することなく、現に
居住していること。

　　転出期間分の元金を補助します。

３年３年 13 年13 年

18 年18 年

町の補助町の補助

32
歳

31
歳

30
歳

29
歳

28
歳

27
歳

26
歳

25
歳

24
歳

23
歳

22
歳

21
歳

20
歳

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

利子分の返済（全額補填）利子分の返済（全額補填）

給付・返済のタイムライン（大学卒業直後に町内に居住した場合）

給付・町の補助給付・町の補助

返済返済
元金分の補填元金分の補填

元金分の返済元金分の返済奨学金奨学金

賛同企業就職者助成フロー図
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Town Topics
　
10
月
30
日
（
水
）、
町
長
に
よ
る
学

校
視
察
お
よ
び
児
童
・
生
徒
と
語
る
会

が
開
催
さ
れ
、
町
長
や
教
育
長
ほ
か
関

係
職
員
が
、
平
山
小
学
校
と
島
間
小
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
学
校
の
現
状
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
今
後
の

施
策
推
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
学
校
や
町

に
対
す
る
質
問
や
意
見
を
出
し
合
う

こ
と
で
、
行
政
に
関
心
を
も
ち
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

授
業
の
様
子
な
ど
を
参
観
し
た
後

は
、
町
長
と
語
る
会
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

「
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？
」「
子

ど
も
の
こ
ろ
の
夢
は
？
」「
南
種
子
町

の
特
産
品
で
好
き
な
食
べ
物
は
？
」
な

ど
、小
学
生
ら
し
い
素
直
な
質
問
か
ら
、

「
農
作
業
が
少
し
で
も
楽
に
な
り
、
収

穫
を
増
や
す
よ
う
な
取
り
組
み
は
？
」

「
南
種
子
町
を
ど
ん
な
町
に
し
た
い

か
？
」
な
ど
、
町
の
将
来
を
考
え
た
鋭

い
質
問
も
あ
り
、
小
園
裕
康
町
長
が
一

つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
学
校
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

町
長
と
児
童
・
生
徒
と
語
る
会
を
開
催

〈島間小で児童からの質問を受ける小園町長〉 〈平山小での授業参観の様子〉

国
保
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

県
で
は
、
国
保
税
を
納
期
内
納
税

し
て
い
る
世
帯
と
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
、
８
月
と
12
月
を
「
県
下
一

斉
国
保
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
定

め
、
収
納
対
策
に
係
る
取
り
組
み
を
重

点
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
収
納
率
の

向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
も
日
頃
よ
り
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
預
金
や
給

与
、
そ
の
他
の
財
産
を
差
押
え
る
な
ど

滞
納
処
分
を
行
い
収
納
率
の
向
上
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
強
化
月

間
に
合
わ
せ
て
収
納
対
策
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
国
保
制
度
を
支
え
る
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内

納
税
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
に
関
す
る
相
談
は
、
役

場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
滞
納
す
る
と
・
・
・

　
国
保
税
が
未
納
に
な
っ
て
お
り
、
督

促
状
や
催
告
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、 
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
預
金
の
出
入
金
状

況
や
残
高
、給
与
、家
屋
や
土
地
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
財
産
の
調
査
を
行
い
、
法

の
定
め
に
よ
り
差
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
替
が
で
き
ま
す
。
納
め
忘
れ
や

納
税
の
た
め
に
出
か
け
る
手
間
を
省

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
役
場
税
務

課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
早
め
の
相
談
を
！

　

災
害
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
事
情
で
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な

い
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課　
収
納
管
理
・
保
険
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１（
内
線
１
５
５・１
５
６
）
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鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
今
年
度
に
76
歳
、
78
歳
、

80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

口
腔
健
診
（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健

診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
６
月
初
め
に
受
診
券

（
オ
レ
ン
ジ
封
筒
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
県
内
の
歯
科
医

療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
受

診
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
健
診
期
間

　
令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

◆
健
診
料

　
無
料

◆
対
象
者

・
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

  

（
昭
和
23
年
４
月
１
日
～
昭
和
24
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者)

・
今
年
度
78
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

  

（
昭
和
21
年
４
月
１
日
～
昭
和
22
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

  

（
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
業
務
課　
保
健
事
業
班

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

　

役
場
く
ら
し
保
健
課　
保
険
給
付
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

　

島
外
の
医
療
機
関
な
ど
へ
通
院
な

ど
せ
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
に
係
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

通
院
な
ど
に
要
す
る
交
通
費
・
宿
泊

費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
補
助
基
準

　
本
町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
（
島

外
で
医
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
者
）
と
そ
の
付
添
人
１

人
（
親
な
ど
）
※
子
ど
も
と
は
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
者

◆
対
象
経
費　

・
島
外
の
医
療
機
関
な
ど
へ
の
通
院
・

　

入
院
に
係
る
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費

・
種
子
島
⇔
鹿
児
島
間
の
交
通
費
（
高

　

速
船
・
フ
ェ
リ
ー
・
航
空
機
代
）

◆
補
助
率

・
鹿
児
島
県
本
土
ま
で
の
船
賃
・
航
空

　

機
運
賃
の
２
／
３
（
年
６
回
（
往
復
）

　

ま
で
）

・
宿
泊
費
の
２
／
３
（
上
限
５
千
円
）

　
（
１
回
の
通
院
な
ど
に
つ
き
２
泊
ま

　
で
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
補
助
金
申
請
書

・
医
師
か
ら
の
証
明
書
（
実
費
負
担
に

　

て
取
得
し
て
く
だ
さ
い
）

・
医
療
機
関
の
領
収
書
お
よ
び
移
動
・

　

宿
泊
費
の
領
収
書

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
２
）

　

町
で
は
、
令
和
７
年
度
入
園
予
定

の
園
児
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象
施
設

・
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

・
中
央
認
定
こ
ど
も
園

・
認
定
こ
ど
も
園
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ

◆
申
込
書
配
布
期
間

　
12
月
11
日
（
水
）
か
ら

※
在
園
児
は
各
施
設
で
配
布
し
ま
す

　

が
、
新
規
で
申
し
込
み
を
さ
れ
る

　
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
受
付
期
間

　
令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）
か
ら

　
令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
書
提
出
場
所
な
ど
の
詳
し
い

　
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
書
配

　
布
時
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
２
）

令
和
７
年
度
園
児
募
集

南
種
子
町
子
ど
も
通
院

費
等
補
助
に
つ
い
て

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健

診
に
つ
い
て
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本
町
で
は
、
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
方
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
健
康
保
険
証
を
使

用
し
て
医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
り
、
薬
を
も
ら
っ
た
と
き
の
自

己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
、
ま
だ
登
録
を
行
っ
て
い

な
い
方
、
制
度
を
ご
存
じ
な
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１・
２
級
を
所

　
持
し
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
で
Ａ
に
該
当
し
て
い
る
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
に
該
当
し
、

　

か
つ
、
知
能
指
数
が
50
以
下
と
判

　
定
さ
れ
た
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
を
所
持
し
て
い
る
方

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
４
）

　
町
内
に
、
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知

的
障
害
者
相
談
員
が
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？

　
本
町
で
は
、
２
人
の
身
体
障
害
者
相

談
員
（
堂
原
利
則
さ
ん
：
西
之
、
柳

田
和
則
さ
ん
：
上
中
）
と
１
人
の
知

的
障
害
者
相
談
員
（
小
山
重
和
さ
ん
：

島
間
）
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
だ
け
で
な
く
、
障

が
い
の
あ
る
方
を
援
護
す
る
方
、
身

内
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
乗

り
ま
す
。

　
ま
た
、
療
育
や
発
達
障
害
に
関
す
る

相
談
は
、
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
「
種

子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
」
で

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉘
３
６
３
３

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

☎
㉗
０
９
０
０

　

町
内
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
社
会
参
加
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

南
種
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

は
、
身
体
障
害
者
の
相
互
親
睦
お
よ

び
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
自
立
更
生

と
会
員
の
教
養
を
高
め
、
町
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
や
町
お
よ

び
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
県
身

体
障
害
者
作
品
展
へ
の
出
展
な
ど
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
や
興
味
が
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
南
種
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

　

町
内
の
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
、
ま
た
、
そ
の
家
族
・
親
族
の

皆
さ
ん
、「
南
種
子
町
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
」
に
入
会
し
て
、
一
緒
に
社
会

参
加
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
南
種
子
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」

で
は
、
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
り
、

そ
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
障
害
者
福
祉
月
間
に
伴
う
広
報

キ
ャ
ラ
バ
ン
や
愛
の
ひ
と
し
ず
く
運

動
、
地
区
育
成
会
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
や
興
味
が
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
南
種
子
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
会
長　
小
山 

重
和

・
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

町
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
・
知
的
障

害
者
相
談
員
に
つ
い
て

町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
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戦
没
者
追
悼
式
・
戦
没
者
追
悼
奉
納
相
撲
大
会

　

11
月
10
日
（
日
）、
令
和
６
年
度
南

種
子
町
戦
没
者
追
悼
式
お
よ
び
戦
没

者
追
悼
奉
納
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
追

悼
式
に
は
、
ご
遺
族
や
関
係
者
が
参
列

し
、
戦
没
者
に
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
後
、
小
園
裕
康
町
長
の
式
辞
に
続
い

て
、
塩
釜
俊
朗
町
議
会
議
長
お
よ
び
町

遺
族
会
の
德
永
久
雄
会
長
が
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

式
に
参
列
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
献
花

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
没
者
追
悼
式
の
後
、
町
営
相
撲
場

に
お
い
て
戦
没
者
追
悼
奉
納
相
撲
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
小
学
３
年
生
か
ら
一
般

ま
で
が
参
加
し
、
多
く
の
観
客
の
皆
さ

ま
の
声
援
を
受
け
力
強
い
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
24
日
（
日
）
に
は
、
第

58
回
種
子
島
相
撲
大
会
が
西
之
表
市

で
開
催
さ
れ
、
今
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
選
手
が
町
代
表
と
し
て
出

場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

奉
納
相
撲
大
会
取
組
結
果

　
　
　
　
　
　

 　
（
敬
称
略
）

●
団
体
戦
優
勝

東
方
（
平
山
・
茎
永
・
下
中
・
上
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
31
勝
22
敗

●
個
人
戦
優
勝

・
小
学
３
年　
狹
田　
拓
実
（
中
平
）

・
小
学
４
年　
柳
田　
大
陽
（
中
平
）

・
小
学
５
年　
濱
上　
煌
成
（
島
間
）

・
小
学
６
年　
柳
田　
琉
陽
（
中
平
）

・
中
学
１
年　
日
髙　
廉
太
郎
（
上
中
）

・
中
学
２
年　
長
田　
海
月
（
平
山
）

・
中
学
３
年　
長
田　
怜
翔
（
上
中
）

・
一　
　
般　
日
髙　
大
輝
（
平
山
）

※
（　
） 

内
は
、
小
学
生
は
学
校
名
、

　
中
学
生
以
上
は
地
区
名

●
各
種
表
彰

・
10
回
出
場
表
彰　
小
田　
豪
（
西
之
）

　
　
　
　
　
　
　

  

日
髙　
大
輝
（
平
山
）

・
兄
弟
出
場
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
柳
田
陽
翔
・
琉
陽
・
大
陽

〈10 回出場表彰〉〈10 回出場表彰〉 〈兄弟出場特別賞〉〈兄弟出場特別賞〉



〝
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
〟

今
月
８
日
ま
で
開
催

　

先
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
ラ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
は
残

す
と
こ
ろ
12
月
１
日
（
日
）・
６
日

（
金
）・
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）
の

４
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
週
の

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る

の
は
、
島
内
地
元
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
々
で

す
。
星
空
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
や
屋
台
な
ど
も
出
店
し
て

い
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
や

Instagram

の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
に
星
空
レ
ス
ト
ラ

ン
で
利
用
で
き
る
１
０
０
円
割
引
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）

今
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て

　

今
年
は
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン

ト
、
そ
し
て
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４
と
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の

も
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
て
、
南
種
子
町
の
『
宇
宙

の
町
宣
言
』
を
全
国
に
広
め
ら
れ
る
よ

う
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
か
ら
で
き
る
取

り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
来
年
も

み
な
さ
ま
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
Ｓ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
サ
ッ
ト
ク

ル
ー
）」
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
事
務
局
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ

（
サ
ッ
ト
ク
ル
ー
）
の
皆
さ
ん
と
今
あ

る
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
も
、「
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
」「
こ
ん
な

こ
と
を
発
信
を
し
て
み
た
ら
ど
う
か

な
」
な
ど
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト

を
成
功
さ
せ
る
お
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
‼

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
参
加
方
法
】

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
『
Ｓ

Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
種
子
島
宇
宙
芸
術

祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）』
よ
り
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
コ
ー
ド

「sattane
」
を
入
力
。

LINE オープンチャットLINE オープンチャット
「SAT Crew」「SAT Crew」

コードコード
「sattane」「sattane」

〈5/4　キッズフェスタ〉〈5/4　キッズフェスタ〉

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭

　
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
31
日
（
木
）
種
子
島
宇
宙
芸
術

祭
に
よ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
思
い
思
い

の
仮
装
を
し
て
上
中
市
街
地
を
パ
レ
ー

ド
。
沿
道
の
商
店
の
方
々
な
ど
か
ら
、

お
菓
子
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広報みなみたね　2024 年 12 月号　14



◆
冬
場
の
入
浴
に
は

◆
冬
場
の
入
浴
に
は

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
◆

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
◆

　
朝
夕
と
日
中
の
寒
暖
差
が
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
冬
場
の
入
浴
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
気
温
が
低
く
な
る
冬
場
の
脱
衣
所

や
浴
室
は
、
特
に
室
温
が
低
く
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
に
な
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な

温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き

く
変
動
し
、
身
体
に
負
担
が
か
か
る

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
め
ま
い
・
ふ

ら
つ
き
の
症
状
が
み
ら
れ
、
転
倒
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
持
病
が
な
い

健
康
な
方
に
も
起
こ
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
入
浴
し

ま
し
ょ
う
。

①
脱
衣
所
や
浴
室
は
温
め
て
お
く
。

(

シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
を
出
し
て
お
い

て
、
蒸
気
で
温
め
る)

②
お
湯
の
温
度
は
41
度
以
下
に
し
、

熱
め
の
お
湯
に
は
入
ら
な
い
。

③
お
湯
に
つ
か
る
時
間
は
10
分
以
内

に
す
る
。

④
手
す
り
や
浴
槽
の
縁
な
ど
を
持

ち
、
浴
槽
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
立
ち
上

が
る
。

⑤
入
浴
す
る
前
に
家
族
に
声
を
掛

け
、
異
常
に
早
く
気
付
い
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
。

⑥
食
事
や
お
酒
を
飲
ん
だ
後
の
入
浴

は
避
け
る
。

⑦
入
浴
前
後
に
は
、
水
分
補
給
を
行

う
。

　

入
浴
の
効
果
に
は
、
疲
労
回
復
、

快
眠
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
神
経
痛
改
善
、

腰
痛
・
肩
こ
り
緩
和
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
お
風

呂
時
間
を
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

　

よ
ろ
～
て
フ
ァ
イ
ル
と
は
、「
支
援

を
必
要
と
す
る
本
人
・
保
護
者
の
思
い

を
尊
重
し
な
が
ら
教
育
・
医
療
・
保

健
・
福
祉
・
就
労
な
ど
の
関
係
機
関
が

連
携
し
、
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
発
達
段
階
で
気
に

な
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
子
ど
も
に
関

し
て
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
就
学
前

～
小
学
校
～
中
学
校
～
高
校
な
ど
）
で

の
そ
の
子
ど
も
の
特
性
を
書
き
連
ね
て

い
く
こ
と
で
、
次
の
段
階
で
本
人
お
よ

び
支
援
者
が
戸
惑
っ
た
り
、
困
っ
た
り

す
る
の
を
回
避
す
る
た
め
の 

“
リ
レ
ー

フ
ァ
イ
ル
”
と
呼
ば
れ
る
個
人
の
記
録

で
す
。（
縦
の
つ
な
が
り
）
成
長
の
過

程
で
、
そ
の
時
期
ご
と
に
得
意
な
こ
と

や
苦
手
な
こ
と
、
配
慮
が
必
要
な
と
こ

ろ
な
ど
を
保
護
者
や
各
支
援
者
が
書
き

込
み
、
共
有
す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
目
指
し
て

い
ま
す
。（
横
の
つ
な
が
り
）

　
ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
は
各
市
町
の
福
祉

担
当
課
に
て
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、
使
っ
て

み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
、
各
市
町

担
当
課
も
し
く
は
各
相
談
支
援
事
業
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
使
用
に

関
し
ま
し
て
は
、
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
人
や
ご
家
族

が
見
返
し
て
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
書
き
込
む
用
紙
が
足
り
な
く

な
っ
た
場
合
や
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

編
集
さ
れ
た
い
場
合
な
ど
、
種
子
島
地

区
自
立
支
援
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

文
責
：
相
談
支
援
事
業
所
た
ち
ば
な
園

　
　
　
　
　
日
笠
山　
秀
行

　
　
　
　
　
（
こ
ど
も
部
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
１
１
９
９

よ
ろ
～
て
フ
ァ
イ
ル
を

　

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
☎
㉘
３
６
３
３
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◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
：
10
名
程
度

　
土
木
：
若
干
名

　
建
築
：
若
干
名

　
畜
産
：
若
干
名

　
保
健
師
：
若
干
名

　
管
理
栄
養
士
：
若
干
名

　
文
化
財
専
門
職
員
（
学
芸
員
）：
若
干
名

　
消
防
吏
員
：
若
干
名

◆
受
験
資
格

●
一
般
事
務

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

●
土
木

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

●
建
築

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
二
級
建
築
士
以
上
の
資
格
を

有
す
る
者
ま
た
は
令
和
６
年
度
の
試
験

に
お
い
て
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

●
畜
産

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

次
の(

ア)

、(

イ)

の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
。

（
ア
） 

畜
産
講
習
所
な
ど
に
お
い
て
畜

産
に
関
す
る
技
術
を
習
得
し
た
者
ま

た
は
高
等
学
校
（
畜
産
学
科
）、
農
業

大
学
校
（
畜
産
学
部
）、
大
学
（
畜
産

学
部
）
の
い
ず
れ
か
を
卒
業
し
た
者

（
令
和
７
年
３
月
31
日
に
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）。

（
イ
） 

畜
産
に
関
す
る
経
営
ま
た
は
勤

務
、
普
及
指
導
、
生
産
振
興
、
試
験

研
究
な
ど
の
職
務
経
験
を
５
年
以
上

有
す
る
者
。

●
保
健
師

　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た

は
令
和
６
年
度
の
試
験
に
お
い
て
資

格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

●
管
理
栄
養
士

　

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者

ま
た
は
令
和
６
年
度
の
試
験
に
お
い

て
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

●
文
化
財
専
門
職
員
（
学
芸
員
）

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
次
の
（
ア
）、（
イ
）
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。

（
ア
） 

大
学
で
考
古
学
・
民
俗
学
・
歴

史
学
ま
た
は
こ
れ
に
関
連
す
る
課
程

を
専
攻
し
、
卒
業
ま
た
は
令
和
７
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

（
イ
）
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
者
ま

た
は
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
資
格
を

取
得
見
込
み
の
者
。

●
消
防
吏
員

　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
次
の
（
ア
）、（
イ
）
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
。

（
ア
）
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る

者
ま
た
は
令
和
６
年
度
の
試
験
に
お

い
て
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

（
イ
）
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク
車
限
定
不
可
）
の
免
許

を
取
得
し
て
い
る
者
ま
た
は
採
用
の

日
ま
で
に
同
免
許
を
取
得
で
き
る
者
。

●
各
職
種
共
通

  

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

  

・
採
用
後
の
住
所
要
件

     

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

◆
試
験
の
方
法

  

・
教
養
試
験
・
総
合
検
査
・
面
接
試
験

  

・
体
力
試
験
（
消
防
吏
員
の
み
）

◆
試
験
日
時

　
令
和
７
年
１
月
26
日
（
日
）

　
午
前
８
時
20
分　
受
付
開
始

◆
試
験
会
場

　
南
種
子
町
役
場
（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

③
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は

卒
業
見
込
証
明
書

④
免
許
証
な
ど
の
写
し
（
資
格
を
必

要
と
す
る
職
種
の
み
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　
申
込
書
を
受
理
し
た
際
は
、
申
込

者
に
対
し
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

受
験
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
受
験
票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

12
月
２
日
（
月
）
か
ら
令
和
７
年

　

１
月
10
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

◆
受
付
場
所

　

総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

◆
採
用
時
期

　
こ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
令

和
７
年
４
月
１
日
を
採
用
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

行
政
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

〈町 HP〉
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情報ひろば InformationInformation
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
採
用
試
験
の
お
知

ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
は
高
等
学
校
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
行
う
「
一

般
教
育
」、
高
度
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
修
得
す
る
た
め

の
教
育
を
行
う
「
専
門
教

育
」、
陸
上
自
衛
官
と
し
て

必
要
な
体
力
、
気
力
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
な
ど
を
養
う
た
め
の
「
防

衛
基
礎
学
」
を
主
た
る
教

育
と
し
て
受
け
ま
す
。
３

年
修
了
時
に
は
提
携
す
る

神
奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館

高
等
学
校
（
通
信
制
）
の

卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み

　

含
む
）
15
歳
以
上
17
歳

　
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（
火
）
～

　
令
和
７
年
１
月
16
日（
木
）

◆
試
験
期
日

１
次
：

  
令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）

　
　

  　
予
備
：
26
日
（
日
）

２
次
：

  

令
和
７
年
２
月
15
日（
土
）

　
　
　

 

予
備
：
16
日
（
日
）

◆
試
験
会
場

１
次
：
種
子
島
合
同
庁
舎

２
次
：
陸
上
自
衛
隊
国
分

　
　
　

 

駐
屯
地

◆
合
格
発
表

１
次
：

  

令
和
７
年
２
月
６
日（
木
）

最
終
：

  

令
和
７
年
２
月
28
日（
金
）

◆
そ
の
他

　

高
等
工
科
学
校
生
徒
の

身
分
は
特
別
職
国
家
公

務
員
（
生
徒
）
で
あ
り
、

生
徒
手
当
と
し
て
月
額

11
万
７
９
０
０
円
お
よ
び

期
末
手
当
（
６
月
・
12
月
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
種
子

島
駐
在
員
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
種
子
島
駐
在
事
務

所
種
子
島
合
同
庁
舎
内

☎
㉓
０
２
９
９

第
76
回
人
権
週
間

～
考
え
て
み
よ
う
　

　
大
切
な
人
権
の
こ
と
～

　

12
月
４
日
（
水
）
か
ら

10
日
（
火
）
は
「
人
権
週
間
」

で
す
。
人
権
週
間
は
、
昭

和
23
年
12
月
10
日
の
国
連

総
会
に
お
い
て
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら

れ
、
今
年
で
76
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を

広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、
各
種
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん

も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
２
１
７
０

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

12
月
10
日
（
火
）
か
ら

16
日
（
月
）
は
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。
平
成
18
年
６
月
に
「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
の
１
週

間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
は
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
、
解
決

の
た
め
に
は
、
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
政
府
拉
致
問

題
対
策
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部

http://w
w

w
.rachi.go.jp/

法
務
省

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
JIN

KEN
/jinken103.htm

l
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　10 月 27 日（日）、美浜公園グラウンド（西
之表市）において、第 18 回春季全日本・第 35
回全九州小学生選抜ソフトボール大会種子島地
区予選が開催され、春陽ソフトボールスポーツ
少年団が見事優勝。４連覇を達成しました。
　春陽ソフトボールスポーツ少年団は、11 月
24 日（日）から霧島市春山緑地公園で開催さ
れた鹿児島県予選会に種子島代表として出場
し、県大会でも活躍されました。

　11 月 9 日（土）に、平山小学校の創立 150 周年記念事
業が行われ、記念碑の除幕式や式典、祝賀会などがありま
した。式典では、来賓祝辞や在校生お祝いの言葉、記念事
業の目録贈呈などがあり、祝賀会では、児童と西之町集落
の皆さんによるヤートセー、めでた節の唱和や鳥刺舞の披
露、卒業生による舞踊の披露などがありました。
　児童や保護者、卒業生、地区民など多くの方々が集ま
り、平山小学校の 150 周年を祝いました。

平山小学校　創立 150 周年平山小学校　創立 150 周年

　11 月５日（火）、本町トンミー大使で
島間出身の関初美さんからテッポウユリや
チューリップの球根などを寄贈していただ
きました。関さんは、毎年たくさんの球根
を寄贈されております。いただいた球根は、
関さんと種子島トンミーの会のメンバーら
により門倉岬へ植えられました。５月上旬
には見頃を迎えますので、皆さんもぜひ足
を運んいただき、鉄砲伝来の地に咲く美し
いテッポウユリをご覧ください。

テッポウユリの球根などを寄贈テッポウユリの球根などを寄贈

記念碑除幕式記念碑除幕式

ソフトボール大ソフトボール大会種子島地区予選で優勝会種子島地区予選で優勝
春陽ソフトボールスポーツ少年団が４連覇！春陽ソフトボールスポーツ少年団が４連覇！

式辞（中畠実行委員長）式辞（中畠実行委員長）

祝賀会オープニング（ヤートセー）祝賀会オープニング（ヤートセー）

めでた節めでた節



Photo News
Photo News
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　11 月９日（土）、西之表市民体育館において、
種子島地区スポーツ少年団競技別交歓大会剣道競
技が開催されました。主な結果は次のとおりです。

種子島地区スポーツ少年団競技別交歓大会種子島地区スポーツ少年団競技別交歓大会

島間剣友会島間剣友会

【剣道】
団体戦  準優勝　島間剣友会
個人戦  3 年生以下男子  ２位  小田　敦斗（南翔）

 3 年生以下女子  優勝  牧瀬　桃花（南翔）
 ２位  中村　美波（南翔）

 4 年生男女  優勝  小田　妃菜乃（南翔）
 中学生女子  優勝  中村　明莉（南翔）

　11 月 17 日（日）中種子町の種子島こり～な
において、本町茎永出身の島えりか（本名：橋野
与恵子）さんによる「種子島ふるさと恩返しチャ
リティーコンサート」が開催されました。ふるさ
と種子島のみなさんへ笑顔と元気を届けたいとの
思いから開催されたこのコンサートには、中種子
町出身のやしき達也さんや中平小学校の坪田俊一
先生なども出演し、会場を盛り上げました。
　また、収益金の一部を町へ寄附していただきま
した。貴重なご寄附ありがとうございました。

ふるさと種子島へ恩返しふるさと種子島へ恩返し

　11 月 13 日（水）～ 15 日（金）の３日間、「高齢者お楽しみ会」
が河内温泉センターで開催されました。「高齢者お楽しみ会」は、
今回で第 34 回を迎える恒例のイベントで、「ともしびグループ」の
主催で今年も開催されました。種子島警察署職員による講話やダン
スサークル「ひまわり」のみなさんによる舞踊、食生活改善推進員
のみなさんによる健康講話などさまざまな出し物とあわせて、小園
裕康町長や参加者の皆さんのカラオケも披露され、最後はみんなで

「しあわせのワルツ」を合唱し、お開きとなりました。町内の 80 歳
以上の高齢者約１４０人が参加され、久しぶりに会う皆さんとの会
話や出し物など、大変楽しい時間を過ごされていました。

高齢者お楽しみ会を開催高齢者お楽しみ会を開催

しあわせのワルツ合唱しあわせのワルツ合唱種子島警察署職員による講話種子島警察署職員による講話 小園町長によるカラオケ小園町長によるカラオケ

参加者による草切節披露参加者による草切節披露



　
11
月
４
日（
月
）15
時
48
分
00
秒（
日

本
標
準
時
）
に
、
Ｘ
バ
ン
ド
防
衛
通

信
衛
星
「
き
ら
め
き
３
号
」
を
搭
載

し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
が
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お

り
飛
行
し
、
衛
星
は
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら

正
常
に
分
離
さ
れ
、
打
ち
上
げ
は
成

功
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
10
月
20
日
に
打
ち
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
天
候
悪
化
や
そ

の
他
の
事
情
に
よ
り
延
期
さ
れ
、
４

度
の
再
設
定
を
経
た
４
日
、
無
事
に

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
指
定
の

見
学
場
所
に
は
約
１
６
０
０
人
の
方

が
訪
れ
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を

見
守
り
ま
し
た
。
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト

が
大
空
へ
向
か
っ
て
打
ち
上
が
る
と

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
試
験
機
２
号
機

か
ら
３
機
連
続
で
打
ち
上
げ
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

　

打
ち
上
げ
成
功
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

長谷公園から撮影長谷公園から撮影

Ｈ３ロケット４号機打ち上げ成功！Ｈ３ロケット４号機打ち上げ成功！祝

　
み
な
み
た
ね
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
児
童
お
よ
び
生
徒
が
授
業
の
一
環

と
し
て
、
食
事
や
宿
泊
な
ど
を
含
め
て

農
村
漁
村
で
の
生
活
体
験
学
習
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
林
漁

業
へ
の
理
解
促
進
や
力
強
い
青
少
年

の
成
長
を
支
え
る
教
育
活
動
と
し
て

一
緒
に
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
問
＝
み
な
み
た
ね
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局
（
役
場
企
画

課
内
）
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

　

南
種
子
町
定
住
促
進
実
行
委
員
会

は
、
町
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
方
の

サ
ポ
ー
ト
、
移
住
・
定
住
促
進
に
繋

が
る
意
識
の
励
起
、
呼
び
か
け
や
島

内
外
へ
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
を
目
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
南
種
子
町
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
、

地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
為

に
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
問
＝
南
種
子
町
定
住
促
進
実
行
委

員
会
事
務
局
（
役
場
企
画
課
内
）

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

み
な
み
た
ね
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
会
員
募
集
！

南
種
子
町
定
住
促
進
実
行
委
員

会
会
員
募
集
！
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地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま

の
教
育
」
県
民
週
間
に
、
町

内
小
・
中
学
校
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」

県
民
週
間

《
南
種
子
中
学
校
》10
月
25
日（
金
）

学習発表会　展示作品見学
《
茎
南
小
学
校
》11
月
９
日（
土
）

茎永老人会の皆さまに
「しめ縄」の作り方を教えていただきました

《
西
野
小
学
校
》11
月
５
日（
火
）

心の教育の日
全学年一斉道徳授業参観

《
島
間
小
学
校
》11
月
６
日（
水
）

５・６年生　地域の方としめ縄づくり

《
中
平
小
学
校
》11
月
５
日（
火
）

むかしあそび大会（１年生）

《
平
山
小
学
校
》11
月
５
日（
火
）

平山地区老人クラブと 1・２年生の交流活動
「昔の遊び」

《
花
峰
小
学
校
》10
月
28
日（
月
）

創立１４５周年記念
創立記念集会・学習発表会

《
大
川
小
学
校
》11
月
９
日（
土
）

たくさんの保護者・地域の皆さんに観ていただいた
　学習発表会

《
長
谷
小
学
校
》11
月
６
日（
水
）

高齢者とのふれあい活動
地域の先輩と楽しく交流したよ！
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
打
上
げ

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
打
上
げ

　
　
　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
が
、
２
０
２
４

年
11
月
４
日
（
月
）
15
時
48
分
00
秒
（
日

本
標
準
時
）
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
所
定
の
軌
道
で
衛
星
を
分
離
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

４
号
機
の
打
上
げ
に
よ
り
、
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
は
３
機
連
続
で
打
上
げ
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
声
援
、
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
次
世
代
大
型
基
幹
ロ
ケ
ッ

ト
の
安
定
し
た
着
実
な
打
上
げ
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
初
め
て

と
な
る
「
静
止
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
軌

道
」
へ
の
衛
星
投
入
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
将
来
に
備
え
た
デ
ー
タ
取

得
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
静
止
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
人
工

衛
星
は
、
楕
円
軌
道
の
頂
点
で
自
身
の

エ
ン
ジ
ン
を
点
火
し
て
静
止
軌
道
（
円

軌
道
）
に
遷
移
し
ま
す
。
将
来
は
、
こ

の
人
工
衛
星
に
よ
る
軌
道
遷
移
に
必
要

な
燃
料
を
節
約
で
き
る
よ
う
、
ロ
ケ
ッ

ト
で
楕
円
軌
道
の
頂
点
ま
で
人
工
衛
星

を
運
ぶ
「
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
ト
」
を
経
て
、

第
２
段
ロ
ケ
ッ
ト
を
再
々
着
火
す
る
技

術
実
証
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
で
は
、
衛
星
分

離
後
の
第
２
段
ロ
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
、

再
々
着
火
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
ト
中
の
デ
ー
タ
取
得
も
実
施

し
ま
し
た
。

光
衛
星
間
通
信
シ
ス
テ
ム

光
衛
星
間
通
信
シ
ス
テ
ム((

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ

ＳＳ))

と
先
進
レ
ー
ダ
衛
星

「
だ
い
ち
４
号
」

と
先
進
レ
ー
ダ
衛
星

「
だ
い
ち
４
号
」

（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ--

４
）
の
世
界
最
速
の
光
衛

４
）
の
世
界
最
速
の
光
衛

星
間
通
信
に
成
功

星
間
通
信
に
成
功

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
「
光
デ
ー
タ
中
継
衛
星
」

に
搭
載
し
て
い
る
「
光
衛
星
間
通
信
シ

ス
テ
ム
」(

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｓ)

と
、
そ
こ
か

ら
約
４
万
㎞
離
れ
て
い
る
先
進
レ
ー
ダ

衛
星
「
だ
い
ち
４
号
」（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
‐
４
）

と
の
間
で
、
通
信
速
度
1.8
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の

光
衛
星
間
通
信
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
か
ら
相
互
に
補
足
・
追
尾

を
確
立
し｢

だ
い
ち
４
号｣

へ
の
コ
マ

ン
ド
を
送
信
、｢

だ
い
ち
４
号｣

か
ら

の
テ
レ
メ
ト
リ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
世
界
最
速
「
1.8
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
」
の

通
信
速
度(

通
信
光
波
長
1.5
㎛
帯)

で
、

静
止
軌
道
と
低
軌
道
に
あ
る
光
衛
星
間

通
信
に
お
い
て
世
界
初
の
成
功
と
な
り

ま
す
。
こ
の
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、

時
間
帯
が
制
限
さ
れ
る
地
上
局
と
の
直

接
通
信
に
比
べ
、
地
球
観
測
衛
星
な
ど

の
低
軌
道
衛
星
へ
の
コ
マ
ン
ド
送
信
、

衛
星
か
ら
の
画
像
取
得
が
可
能
な
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
。
実
証
実
験
を
引
き

続
き
行
い
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
「
き
ぼ
う
」
と
の
デ
ー
タ
伝
送
の
実

証
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

米
田
あ
ゆ
さ
ん
、
諏
訪
理
さ
ん　

米
田
あ
ゆ
さ
ん
、
諏
訪
理
さ
ん　

　
　
　
　

1010
月月
2121
日
付
け
で
宇
宙
飛
行
士
認
定

日
付
け
で
宇
宙
飛
行
士
認
定

　
米
田
あ
ゆ(

よ
ね
だ 

あ
ゆ)

宇
宙
飛

行
士
候
補
者
、諏
訪
理(

す
わ 

ま
こ
と)

宇
宙
飛
行
士
候
補
者
は
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で
の
活
動
を

は
じ
め
、
月
周
回
有
人
拠
点
「
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
」
や
月
面
活
動
な
ど
の
様
々
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
向
け
た
全
て
の
基
礎
訓

練
項
目
を
修
了
し
、
審
査
委
員
会
の
審

査
を
受
け
、
２
０
２
４
年
10
月
21
日
付

け
で
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

宇
宙
科
学
技
術
館

宇
宙
科
学
技
術
館  

年
末
年
始
休
館
日

年
末
年
始
休
館
日

　
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技

術
館
は
、
２
０
２
４
年
12
月
28
日(

土)

か
ら
２
０
２
５
年
１
月
２
日(

木)

ま
で

休
館
予
定
で
す
。
最
新

情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
→

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244 
（内容は 11 月４日現在）

↑写真は基礎訓練心理支援プログラムを
受ける諏訪宇宙飛行士

図は光データ中継システムの概要。
「だいち 4 号」で取得された画像デー
タが光データ中継衛星経由して地上
局に伝送される。

←基礎訓練の様子や候補者の
感想は左から
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医
療
被
ば
く
に
つ
い
て

医
療
被
ば
く
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

診
療
放
射
線
技
師　
井
上　
史
央
里

　
『
被
ば
く
』
と
い
う
と
、
原
爆
・
原
子
力

発
電
所
や
病
院
で
の
被
ば
く
の
よ
う
な
人
工

放
射
線
に
よ
る
も
の
が
連
想
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
気
中
や
宇
宙
線
な
ど

様
々
な
種
類
の
放
射
線
が
自
然
界
に
も
存
在

し
、
私
た
ち
は
普
段
の
生
活
で
常
に
被
ば
く

を
受
け
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
放
射
線
も
触

れ
る
こ
と
も
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に

加
え
、
広
島
・
長
崎
の
体
験
や
原
子
力
発
電

所
の
事
故
な
ど
か
ら
被
ば
く
に
対
し
て
不
安

に
感
じ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
当
院
で
放
射
線
を
使
用
し
て
行
う
検
査

は
、
骨
密
度
測
定
・
Ｘ
線
撮
影
（
レ
ン
ト

ゲ
ン
）・
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
検
査
・
Ｘ
線
透
視
検
査

で
す
。
こ
う
い
っ
た
検
査
な
ど
の
医
療
行

為
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
本
人
や
介
護
・

介
助
者
が
受
け
る
被
ば
く
を
医
療
被
ば
く

と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
放
射
線
技
師
は
、

診
断
で
き
る
画
質
を
保
ち
つ
つ
、
患
者
さ

ん
の
体
格
や
年
齢
に
合
わ
せ
て
必
要
最
低

限
の
放
射
線
を
使
用
し
、
被
ば
く
す
る
部

位
も
必
要
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
管
理
し

て
い
ま
す
。
検
査
で
使
用
す
る
放
射
線
は

健
康
被
害
を
誘
発
す
る
量
よ
り
は
る
か
に

少
な
い
た
め
、
医
療
被
ば
く
に
よ
る
発
が

ん
の
リ
ス
ク
よ
り
、
喫
煙
・
飲
酒
や
塩
分

の
摂
り
す
ぎ
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
る
要

因
で
の
発
が
ん
の
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
気
に
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
が
、
放
射
線
に
よ
っ
て
損
傷
し
た

細
胞
は
数
日
で
修
復
・
再
生
す
る
能
力
が

あ
る
た
め
検
査
に
使
用
す
る
少
量
の
放
射

線
に
よ
る
影
響
は
蓄
積
し
ま
せ
ん
。

　

診
療
に
お
け
る
放
射
線
の
利
用
は
、
被

ば
く
に
よ
る
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
よ
り
も
、

検
査
で
病
気
や
け
が
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
大
き

い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
行
わ
れ
ま
す
。

放
射
線
を
使
っ
た
検
査
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
、
主
治
医
・
放
射
線
技
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【12 月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師

内科 藤原 藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田）

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科　 2 日～3 日

16 日～17 日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
精神科

○毎週
整形医師

物忘れ
ストレスケア外来
（第３水曜日）

中島
5 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師

内科 藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田） 藤原

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科 2 日～3 日

16 日～17 日
〇毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来
（第 3 水曜）

中島
5 日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※野田先生の診療日：12/2（月）午後～12/6（金）午前、12/16 日（月）午後～12/20（金）午前

～ 10 月 28 日付けで病院の体制が変更となりました。 院長：野田 一成 先生　副院長：藤原 大輔 先生～

※藤原先生：12/13（金）は不在　※ 12/30（月）～ 1/3（金）休診　12/8（日）、1/2（木）は当番医
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【
ご
報
告
】

　

停
電
期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
11
月
上
旬
に
電
気
設
備
が

復
旧
い
た
し
ま
し
た
。
電
話
番
号
は
ま

だ
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
兼
用
に
な
り
ま
す
。

☎
㉖
７
７
４
４

　
10
月
19
日（
土
）か
ら
11
月
17
日（
日
）

ま
で
企
画
展
「
ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
お
ぞ
ら

保
育
園
の
園
児
作
成
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

な
ど
の
展
示
が
な
さ
れ
、
い
つ
も
と
違

う
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
博
物
館

講
座
「
こ
こ
ま
で
分
か
る
！
考
古
学
の

最
先
端
研
究
～
野
木
田
遺
跡
で
何
が
わ

か
る
の
か
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
発
掘
調
査
中
の
野
木
田
遺
跡
は
、

広
田
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代

か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
水
田
遺
構

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座

で
は
、
古
人
骨
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
な
ど
最
先

端
の
考
古
学
研
究
に
取
り
組
む
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
の
藤
尾
慎
一

郎
氏
に
よ
る
講
演
と
元
上
野
原
縄
文
の

森
館
長
の
堂
込
秀
人
氏
と
の
対
談
を
通

し
て
野
木
田
遺
跡
の
調
査
で
見
え
て
き

た
種
子
島
の
弥
生
時
代
の
稲
作
文
化
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
今
月
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時
： 

12
月
21
日
（
土
）
14
時
～
16
時

場　

所
：
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

参
加
料
：
無
料

連
絡
先
：
役
場
社
会
教
育
課　
文
化
係

　
　
　
☎
㉖
１
１
１
Ⅰ
（
内
線
２
７
２
）

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

南
種
子
町
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

推
進
協
議
会
研
修
会
を
開
催
！

　
９
月
11
日
（
水
）、９
月
12
日
（
木
）

の
両
日
に
南
種
子
町
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
推
進
会
主
催
に
よ
る
令
和

６
年
度
在
宅
部
会
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、合
同
会
社
オ
フ
ィ
ス・イ
エ
ロ
ー

シ
ー
ド
代
表
・
上
村
ひ
さ
み
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
「
人
材
の
育
成
方

法
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
両
日
で
17
人
の
町
内

の
各
関
係
者
が
参
加
し
、
熱
心
に
講

演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

花
峰
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
河
内
温
泉

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問　

　
10
月
15
日
（
火
）
に
花
峰
小
学
校

の
生
徒
（
11
人
）
の
皆
さ
ん
が
河
内

温
泉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
て
く
だ
さ
り
、
ご
利
用
者
様
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
歌

を
歌
っ
た
り
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
や

昔
の
話
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
交
流

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
や
つ
の
時
間
に
は
お
し
ぼ
り
、
お

茶
、
お
や
つ
配
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
も
ら
い
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ご
利
用
者
も
か
わ
い
い
訪

問
者
に
終
始
に
こ
に
こ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

〈広田人もハロウィン風に！〉

ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◀令和６年度
在宅部会研修会

▶花峰小学校
デイサービスを訪問

博
物
館
講
座
の
開
催
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

再
勧
奨
が
届
き
ま
す

再
勧
奨
が
届
き
ま
す  

　
日
本
年
金
機
構
が
令
和
６
年
９
月

１
日
以
降
に
送
付
し
た
、
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
の
支
給
要
件
該
当
者

に
係
る
簡
易
な
請
求
書（
は
が
き
型
）

な
ど
の
未
請
求
者
に
対
し
て
、
再
勧

奨
の
は
が
き
を
12
月
５
日
か
ら
順
次

発
送
し
ま
す
。
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
所
得
額
が

前
年
よ
り
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
送
付
し

た
は
が
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
既

に
受
給
し
て
い
る
方
は
手
続
き
不
要

で
す
。）
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
け
取
る
に
は
、
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
原
則
、
お
手
続
き
い

た
だ
い
た
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ま
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬
頃

よ
り
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
、
順
次
発
送
さ
れ
ま
す
。

今
年
１
年
間
に
受
け
取
っ
た
年
金

収
入
の
総
額
や
、
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
た
介
護
保
険
料
な
ど
の
総

額
が
記
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
り
、

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
書
類
と

な
り
ま
す
。
申
告
時
に
は
忘
れ
ず

に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
上
で
の
確
定
申
告
な
ど
に

利
用
で
き
る
、
源
泉
徴
収
票
の
電

子
送
付
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
年
金
機
構
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
９（
２
２
５
）５
３
１
１（
２
→
２
）

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

年

金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～
　
☎
㉖
６
６
９
０

★
返
却
ボ
ッ
ク
ス
と
は
？

★
返
却
ボ
ッ
ク
ス
と
は
？

　

図
書
館
外
の
案
内
板
の
近
く
に
、「
時

間
外
返
却
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
ド
ア
の
外
側
か
ら
本
を
入
れ
ら
れ
る
の

で
、
ド
ア
が
閉
ま
っ
て
い
て
も
本
を
返
却

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、
本
以
外
の
も
の
を

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
年
末
年
始
の

★
年
末
年
始
の

　
　
　

　
　
　
図
書
館
利
用
に
つ
い
て

図
書
館
利
用
に
つ
い
て

　
12
月
28
日

（
土
）
～
１
月
４
日

（
土
）

の
間
、
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
５
日
（
日
）
か
ら
、
通
常
開
館

と
な
り
ま
す
。

　

閉
館
期
間
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合

は
、「
時
間
外
返
却
ボ
ッ
ク
ス
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
「
お
は
な
し
の
時
間
」

★
「
お
は
な
し
の
時
間
」

●
12
月
22
日
（
日
）　

10
時
30
分
か
ら

●
中
央
公
民
館
第
一
会
議
室
に
て

　
「
お
は
な
し
子
ど
も
会
」
に
よ
る
、
楽

し
い
お
は
な
し
会
で
す
。

　

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
楽
し
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

で
お
越
し
く
だ
さ
い
！

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ
い
て

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ
い
て

25　広報みなみたね　2024 年 12 月号
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種
子
島
の
方
言
で
カ
モ
の

こ
と
を
「
ま
と
り
」
と
言
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

郷
土
と
食
に
関
連
す
る
こ
と

と
し
て
、
南
種
子
町
で
江
戸

時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
鴨

猟
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宝
満
池
（
南
種
子
町
茎
永
）

周
辺
で
は
、
毎
年
11
月
15
日

か
ら
翌
年
２
月
15
日
ま
で
の

猟
期
に
「
宝
満
池
鴨
（
ま
と

り
）
突
き
網
猟
保
存
会
」
の

狩
猟
免
許
を
持
っ
た
会
員
に

よ
っ
て
、
伝
統
的
な
方
法
で

鴨
猟
が
行
わ
れ
ま
す
。
宝
満

池
に
は
冬
に
な
る
と
シ
ベ
リ

ア
か
ら
カ
モ
が
飛
来
し
ま
す
。

こ
の
カ
モ
た
ち
は
、
夜
明
け

前
と
夕
暮
れ
時
に
、
宝
満
池

と
餌
場
の
田
ん
ぼ
を
行
き
来

し
ま
す
。
猟
師
は
、
カ
モ
の

通
り
道
の
樹
上
に
足
場
を
組

ん
で
、
目
を
凝
ら
し
な
が
ら

隠
れ
て
待
ち
、
カ
モ
が
頭
上

に
飛
来
す
る
と
、「
突
き
網
」

と
呼
ば
れ
る
幅
2.5
ｍ
ほ
ど
の

三
角
形
（
扇
状
）
の
網
を
勢

い
よ
く
空
中
に
投
げ
上
げ
ま

す
。
カ
モ
が
網
に
入
る
と
袋

状
に
な
る
細
か
な
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
仕
掛

け
や
形
状
は
江
戸
時
代
か
ら

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
鴨
突
き
網
猟

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

斉
さいとう

藤　瑞
み お と

歩くん
令和 2 年 11 月 24 日生まれ
忠信さん・万裕さんの男の子（上中）

斉藤家の三男坊みおくん☆
スパイダーマンが大好き !!
末っ子気質満載で毎日振り回されてるけど、そ
んなみおくんの事がみんな大好きだよ♡
これからも笑顔いっぱい大きくなぁれ (^^)

ご家族からひとこと

小
こ わ き

脇　陽
ひ い ろ

彩ちゃん
令和 2 年 12 月 1 日生まれ
康博さん・望美さんの女の子（上中）

虫取り大好き、歌とダンスも大好きなひいちゃ
ん。最近は妹の面倒もたくさん見てくれて、助
かってます (^^) ♡優しいひいちゃんが大好きだ
よ♪これからも笑顔いっぱい、元気いっぱいで
大きくなってね！

～
南
種
子
町
の
郷
土
料
理
～

　

令
和
６
年
度
は
、
南
種
子
の

郷
土
料
理
を
紹
介
し
ま
す

「種子島南種子町宝満池鴨突き網猟」
（県無形民俗文化財）
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

古
市　
純
一　
（
母
・
宗
子
）

戸
石　
良
子　
（
夫
・
助
美
）

砂
坂　
盛
雄　
（
母
・
美
佐
代
）

小
西　
和
子　
（
夫
・
茂
利
）

（　）は前月比

人の動き　10月31日現在
総人口（ 人 ） 5,210（－ 12）

男（ 人 ） 2,614（－ 7）
女（ 人 ） 2,596（－ 5）

世帯数（ 戸 ） 2,880（－ 8）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

10 月 0 件 32 件
累 計 5 件 310 件

※累計は令和 6 年 1 月から

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　11月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 2（－ 1） 0（± 0） 2（－ 1）
中種子町 7（＋ 5） 1（＋ 1） 6（＋ 4）
西之表市 8（＋ 4） 0（± 0） 8（＋ 4）

計 17（＋ 8） 1（＋ 1）16（＋ 7）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
10
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
10
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
1 百合砂診療所 西之表市 28-3901
8 公立種子島病院 南種子町 26-1230
15 種子島医療センター 西之表市 22-0960
22 田上診療所 中種子町 27-0325
29 中種子クリニック 中種子町 27-3222
31 種子島医療センター 西之表市 22-0960

１２月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

小
西　
茂
利　
　
　
91　
　
　
島
間

戸
石　
助
美　
　
　
73　
　
　
西
之

砂
坂　
美
佐
代　
　
88　
　
　
西
之

河
野　
増
雄　
　
　
81　
　
　
上
中

大
河
内　
圭
子　
　
83　
　
　
上
中

茅
切　
優
子　
　
　
90　
　
　
茎
永

羽
生　

哉　
　
　
93　
　
　
上
中

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店
1 （有）船川石油店　南種子給油所
8 （有）永松産業　南種子給油所
15 （株）GLOBAL THINK 南種子給油センター
22 種子島石油（株）　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時
※ 12/29・12/31 全店営業
　(12/31 の営業時間は午前７時～正午 )
　 1/1 ・1/2 全店休業　
　 1/3 午前８時～午後 4 時まで全店営業

12
月
25
日
（
水
）
は

・
固
定
資
産
税
第
４
期

・
介
護
保
険
料
第
５
期

・
後
期
高
齢
者
医
療

    　
　

保
険
料
第
５
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
！

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

森も
り
か
わ川　
幹み
ひ
ろ大　
　
（
久
士
・
友
香
）　　
上
中

上か
み
う
ら浦　
雅が
く
と叶　
　
（
拓
己
・
未
沙
希
）　
上
中

柳や
な
ぎ
た田　
大や
ま
と和　
　
（
蓮
・
望
美
）　　
　
西
之

う
ぶ
ご
え

ご
結
婚

田
中　

守　
　
　
　
　

西
之

池
亀　

風
乃　
　
　
　

西
之

（
氏
名
）　　

    　

   　
　

  （
地
区
）

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

德
永　
正
朝　
　
　
60　
　
　
長
谷

浦
口　
美
則　
　
　
101　
　
　
平
山

中
峰　
美
奈　
　
　
96　
　
　
西
海

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

1 日
種子島宇宙芸術祭ライトフェス
ティバル2024（12/8まで）

16：00～21：00 （毎週金・土・日・祝開催）
上中市街地・種子島宇宙センター他 14 土 島間小学校創立150周年記念式典 10：25～ 島間小学校

熊毛地区市町対抗駅伝競走大会 10：30～　西之表市
15 日

町内一斉クリーン作戦
4 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　総務課戸籍住民係 家庭の日

7 土 日本宇宙少年団南種子町宇宙科
学分団創立40周年記念式典 13：00～　南種子町自然の家 18 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　総務課戸籍住民係

８ 日 マイナンバーカード時間外窓口  8：30～12：00　総務課戸籍住民係
21 土

青少年育成の日
10 火 よろず相談会  9：00～16：00　研修センター1階東側会議室 広田遺跡ミュージアム埋蔵文化財講座 14：00～16：00　広田遺跡ミュージアム
11 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　総務課戸籍住民係 25 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　総務課戸籍住民係
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上上妻妻酒酒造造株株式式会会社社
中之上2480 TEL26-0012

900ml
限定 300本

全全シシリリアアルルナナンンババーー入入りり 1122月月99日日発発売売

1800ml
限定
500本

し尿汲取り・浄化槽維持管理

(有)南種子衛生
☎26-0216

年末年始の営業

年末年始のし尿汲取り
予約受付締め切り

12 月 16 日（月）
お早めにご連絡ください

まで

日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 １ ２ ３ ４
赤字が休業日となります

　
南
種
子
町
で
は
、
旧
暦
の
９
月
、
神

社
や
お
寺
で
、
各
地
域
に
伝
え
ら
る
伝

統
的
な
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
秋
季

大
祭
、
秋
祭
り
、
願
成
就
祭
な
ど
呼
び

方
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
春
に
願
立
て

し
た
豊
作
が
秋
に
な
っ
て
成
就
し
た

こ
と
に
感
謝
し
奉
納
す
る
も
の
で
す
。

南
種
子
町
に
は
た
く
さ
ん
の
神
社
・
仏

閣
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
な
ど
で

大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
西
之
の
上
西
目
集
落
に
あ
る
上
西
目

神
社
は
、
道
路
拡
張
工
事
の
た
め
、
20

年
前
現
在
の
位
置
に
移
転
し
ま
し
た
。

今
年
20
周
年
を
記
念
し
て
、
高
齢
者
な

ど
が
参
拝
し
や
す
い
よ
う
に
参
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
と
鳥
居
の
塗
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小脇社会保険労務士事務所

小　脇　敏　典
　　　　　（南種子町西之出身）

お役に立てること

あなたの未来を築く
パートナーになります
何か、お困りごとは
ありませんか！

住所；鹿児島市西田２-13-10-106
連絡先；090-3798-5423
mail；kowakioffice99@gmail.com

社会保険労務士

何でもご相談ください！
　　まずは、お電話を！

・健康保険・厚生年金保険
   労災保保険・雇用保険の手続き
・給与計算の代行
・就業規則作成・変更
・助成金のご相談・申請
・年金のご相談・申請　など
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